
点検支援技術性能カタログ登録技術のご紹介 

 先月号にて、点検支援性能カタログへの新規技術登録についてご紹介いたしました。今月号では、この登録技術の

中から下記の登録技術の詳細内容をご紹介いたします。

●橋梁部門  損傷抽出支援ソフトウェア「k-trace」  技術番号：BR10042-V0022 ☆弊社による受託業務となります。
 本技術は、連続撮影した画像を基に画像解析技術によりコンクリート表面の展開画像（オルソ画像）を作成し、そこか

らひびわれの位置と幅を抽出する技術です。これは、ひびわれ幅と〔CI〕（クラックインデックス）※の相関から、展開画
像上のひびわれ概形をトレースすることで、指定幅内のひびわれ位置・幅を自動抽出できます。また、CAD と同等の
機能も有しており、ひびわれの他、画像から判読可能な剥離や鉄筋露出などの図化やDXFへの変換も可能です。
※〔CI〕：ひびわれ近傍の濃淡の「特徴値×分布幅」

点検技術者はこのシステムにより大幅な省力化が図れるうえ、技術者毎のバラつきも少なくなります。 また、技術者

が簡易トレースを行う半自動抽出のため、見落としや誤抽出のリスクが低減されます。 
●あわせて弊社ホームページもぜひご覧ください。「k-trace」を操作している動画もご覧いただけます。 

https://www.krcnet.co.jp/topicsweb/topics176.htm
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 平成レトロという言葉があるようです。平成を懐かしく想う文化的風潮のことだそうですが、例えばガラケーやゲー

ムボーイもそのひとつだとか。この平成レトロは、主に1990年から2000年の「平成初期」に流行したものが、1990年代

後半から 2000 年代に生まれた「Z 世代」と呼ばれる若者の間で話題になっているそうです。来年春には、その Z世代

たちが新入社員としてやって来ます。もはや昭和レトロな世代には理解不可能なこともあるかもしれませんが、いつだ

って時代はそうやって繰り返されているものです。Z世代の入社を楽しみにしていたいと思います。 
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「k-trace」を使用した損傷抽出イメージ 

凡例 

0.2mm未満 

0.2mm以上0.5mm未満 

0.5mm以上1.0mm未満 

1.0mm以上 

損傷図イメージ（橋脚の例） 

展開画像を大型モニタに等倍で映し出し、

スクロールしながら損傷を視認することも可能

大型タッチパネルを用いた点検状況 


